
昔の暮らしは、現代社会の問題を解決します 

籔の傍 代表 小関皆乎 

 

当地は、京都府の文化的景観、竹林とタケノコ栽培に係る歴史的風致に選定され、景観と

人の営みが共存する地域です。昭和中頃に化石燃料、プラスチックが普及し、ニュータウン

開発により景観は一変しました。しかし、地域は「タケノコの京都式軟化栽培」という独自

の技術と、「京の伝統野菜」として料亭や錦市場では高値で取引されています。そのため、

「西ノ岡丘陵」は、世界でも稀な竹林景観を誇っています。 

裏口が竹林と言えるほど振興住宅が迫り、竹の里のアイデンティティーも希薄となり、不法

投棄の温床、痴漢注意の立て札を目にするようになりました。このような状況に手を焼いた

市が「竹の径」づくり（8種類の竹垣が続く 1.8km の遊歩道）に着手しました。不法投棄は

なくなり、新緑に訪れたい緑地 No.1にも選ばれ、京竹工芸や京建築の竹材として根強い需

要もあります。竹林景観を守ることは住民の暮らしや地場産業を守ることに直結します。 

生活様式の変化、高齢化、後継者不足、輸入との競合が、社会問題を引き起こす要因といわ

れていますが、決してそれだけではありません。安易な妥協、諦め、無関心が原因で社会問

題化が起きています。そこに至った理由を列挙し対峙するのが解決の一歩と捉えています。 

昔は、焚き物や生活用具の材を求め竹藪に入ることで、無意識の整備が出来ていました。そ

の頃には戻れませんが、人が足しげく竹林に入るためのシステムづくりが有効です。また、

各種の分断が問題を引き起こし、解決を阻んでいます。その原因を取り除く必要があります。

それには、論理的思考の実践と創造性を駆使したモデルが効果的です。 

竹林道は道路管理課、タケノコ畑は農政課、竹林は林務課、竹やタケノコは特用林産物で林

野庁の管轄であっても山林と竹林は国土に占める面積比から同じ土俵には上がれません。

竹林の境界がハッキリせず、登記名も代替わりや売却で連絡先が分からず、どうしようもな

いというのが現状です。この難解さをステークホルダーの核として弊団体が担いコネクト

を始めました。 

 

京都から JR で 7 分と都会型竹林は、耕作放棄 20 年程度の竹林が多く、人が斜めになって

も入れないという僻地の放置竹林とは違います（渓谷美の放置竹林も、それもまた強みです

が）。私たちの強みを生かして問題解決に取り組み、昔のように無意識の整備が出来ていた

時代を復活させるシステムづくりを行っています。 

 

生態系を考慮して竹林の若返り＝竹林の循環に取り組むことで、竹やタケノコの品質が高

まり価値を生みます。美竹林は観光スポッとしても人気を集め、相乗効果を発揮します。生

業の竹林には立ちることは厳禁ですが、復活竹林では体験やイベントで立ち入ることで整

備を可能にします。 



 

 京ブランドはどうして高値なのかの説明責任を果たし、良いものを長く使うライフスタ

イルの提唱をします。竹林に足を運び、竹伐り、サバエ刈り、藁敷き、土入れ、竹ヒゴづく

り＆竹篭編み体験を実際にしてみれば、どれほど大変で、長い時間を要するか解ります。ゆ

えに京ブランドは良いモノやコトに愛着を持ち大切にするエシカルの基本であるその価値

に気づきます。 

また、竹林は分野別管理と利用が必要です。「竹の径」の美しい景観を形成しているのは生

業の竹です。耕作放棄されないために西の岡丘陵全体のランドスケープデザインが必要な

時代になりました。 

【活動の竹林】子どもたちも小さい時から自然に親しみ、日頃から野外で刃物や火の扱いに

熟れれば災害時にもパニックになりません。【竹材竹林】京の伝統工芸、伝統建築、神事、

七夕、製菓材料の竹林として京都の伝統文化を維持するための竹林でもあります。【放置竹

林】の整備は用途がなければ進みません。廃竹、倒竹、枯竹を除去するだけで見違える程す

っきります。土に返るには長い年月が必要です。野焼き厳禁の竹林も多く、製炭団体と提携

が有効です。籔の傍では、5,000坪の放置竹林を2年内の炭化整備が可能と試算しています。 

 

 私たちは、やみくもに伐る整備伐から、残していく整備伐に切り替えました。間伐竹で、

玉ねぎ竹茶室、竹桟敷、竹垣、吊屋根と制作し活用の啓発は役割を果たし、テラスや遊具は

竹林に佇む風情を大切にしたいと考えています。 

 

 放置竹林活動が脚光を浴びるようになり、竹林にも多種多様な人々が集うようになり、

人々の摩擦熱がエネルギーとなり、思いもよらない展開や視点や広がり始めています。 

見向きもされなかった竹林道の清掃市民団体が誕生し、竹林では農学部と総合政策部との

交流が生まれ、地域活動の新たな可能性の発見となりました。活動の継続は地元で生まれ育

ち竹産業一筋に半世紀の理事の信用がなければ不可能でした。産官民学をミニマルな形で

実践できたのはマンパワーの賜物です。無意識の整備が出来ていた頃の状況を再現するた

めのステークホルダープラットホームとして活動して行きます。 

 

 


